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山
梨
県
規
則
第
六
十
六
号

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

別
表
第
五
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
南
都
留
郡
河
口
湖
町
」
を
「
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖

町
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
六
十
七
号

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
二
の
七
の
表
建
築
指
導
課
の
項
第
六
号
３
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
ニ
」
を

「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
号
４
中
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
一

号
ニ
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
号
を
第
二
十
一
号
と

し
、
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、
同
項
第
十
七
号
１
中
「
特
定
建
築

物
に
つ
い
て
の
指
導
及
び
助
言
」
を
「
特
別
特
定
建
築
物
の
基
準
適
合
命
令
」
に
改
め
、
同
号
２
中

「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
三
項
」
に
、「
指
示
」
を
「
指
導
及
び
助
言
」
に
改
め
、
同
号
３
中

「
第
五
条
第
三
項
」
を
「
第
六
条
第
三
項
（
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に

改
め
、
同
号
４
を
削
り
、
同
号
５
中
「
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
建
築
物
の
建
築
」
を
「
第
十
条
の

規
定
に
よ
る
認
定
建
築
物
の
建
築
等
」
に
改
め
、
同
号
５
を
同
号
４
と
し
、
同
号
６
中
「
第
八
条
の
規

定
に
よ
る
計
画
の
認
定
を
受
け
た
特
定
建
築
物
」
を
「
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
建
築
物
」
に
改

め
、
同
号
６
を
同
号
５
と
し
、
同
号
７
中
「
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
計
画
」
を
「
第
十
二
条
の
規
定
に

よ
る
計
画
の
認
定
」
に
改
め
、
同
号
７
を
同
号
６
と
し
、
同
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
第
九
号

か
ら
第
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
　
都
市
計
画
法
施
行
規
則
　
　
第
六
十
条
の
規
定
に
よ
る

（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
　
証
明
書
の
交
付

建
設

○

令
第
四
十
九
号
）
の
施
行

部
長

に
関
す
る
事
務

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
十
五
年

七
月
十
七
日

号
外
第
四
十
八
号

木　曜　日



山
梨
県
規
則
第
六
十
八
号

山
梨
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
（
平
成
十
四
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
運
転
免
許
証
」
を
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
」
に
改
め

る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
六
十
九
号

山
梨
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
特
別
見
舞
金
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
特
別
見
舞
金
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
特
別
見
舞
金
支
給
規
則（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
そ
の
も
の
」
を
「
そ
の
者
」
に
、「
条
例
第
三
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
、

「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
」
を
「
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
」

に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
」
を
「
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
七
十
号

山
梨
県
障
害
者
幸
住
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
障
害
者
幸
住
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条
　
山
梨
県
障
害
者
幸
住
条
例
施
行
規
則
（
平
成
五
年
山
梨
県
規
則
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
下
げ
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
　
日
本
郵
政
公
社

別
表
第
一
の
十
一
の
項
イ
　
中
「
日
本
輸
出
入
銀
行
」
を
「
国
際
協
力
銀
行
」
に
改
め
、
同
項
イ
　

中
「
日
本
開
発
銀
行
」
を
「
日
本
政
策
投
資
銀
行
」
に
改
め
る
。

第
二
条
　
山
梨
県
障
害
者
幸
住
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構

四
　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

第
九
条
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六
　
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

第
九
条
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
　
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構

九
　
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

十
　
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

附
　
則

こ
の
規
則
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
の
規
定
　
公
布
の
日

二
　
第
二
条
中
山
梨
県
障
害
者
幸
住
条
例
施
行
規
則
第
九
条
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
の
改
正

規
定
　
平
成
十
五
年
十
月
一
日

三

第
二
条
中
山
梨
県
障
害
者
幸
住
条
例
施
行
規
則
第
九
条
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
改
正
規
定

（
同
条
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

平
成
十
六
年
三
月
一
日

四
　
第
二
条
中
前
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
以
外
の
改
正
規
定
　
平
成
十
六
年
四
月
一
日

山
梨
県
規
則
第
七
十
一
号

山
梨
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

二
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四
　
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

五
　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

六
　
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構

七
　
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

八
　
日
本
郵
政
公
社

九
　
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま

で
の
改
正
規
定
（
同
条
第
八
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
は
公
布
の
日
か
ら
、
同
条
第
三
号
か
ら
第
九

号
ま
で
の
改
正
規
定
（
同
条
第
七
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
は
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
、
同
条

第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
改
正
規
定
（
同
条
第
六
号
及
び
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
は
同
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
七
十
二
号

山
梨
県
景
観
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
景
観
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
景
観
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
七
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構

三
　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

第
七
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
　
独
立
行
政
法
人
鉄
道
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

第
七
条
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
　
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構

八
　
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

九
　
日
本
郵
政
公
社

十
　
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま

で
の
改
正
規
定
（
同
条
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
は
公
布
の
日
か
ら
、
同
条
第
七
号
か
ら
第
十

号
ま
で
の
改
正
規
定
（
同
条
第
八
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
は
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
、
同
条

第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
改
正
規
定
（
同
条
第
七
号
及
び
第
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
は
同
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
七
十
三
号

山
梨
県
ゴ
ル
フ
場
等
造
成
事
業
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
ゴ
ル
フ
場
等
造
成
事
業
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
ゴ
ル
フ
場
等
造
成
事
業
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則

第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二
　
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構

第
三
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
　
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の

改
正
規
定
（
同
条
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
は
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
七
十
四
号

山
梨
県
肥
料
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
肥
料
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
肥
料
取
締
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
報
告
の
徴
収
）

第
四
条

法
第
四
条
第
一
項
第
七
号
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
登
録
を
受
け
た
普
通
肥

料
又
は
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
へ
の
届
出
に
係
る
指
定
配

合
肥
料
の
生
産
業
者
は
、
毎
年
一
月
末
日
ま
で
に
前
年
中
に
生
産
し
た
当
該
普
通
肥
料
又
は
指
定
配

合
肥
料
に
つ
い
て
、
肥
料
の
種
類
及
び
数
量
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
へ
の
届
出
に
係
る
特
殊
肥
料
の
生
産
業
者
又
は
そ
の

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

三



輸
入
業
者
は
、
毎
年
一
月
末
日
ま
で
に
前
年
中
に
生
産
し
、
又
は
輸
入
し
た
特
殊
肥
料
に
つ
い
て
、

肥
料
の
種
類
及
び
数
量
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
中
「
第
四
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
七
号
」
に
、
「
同
条
第
二
項
」
を
「

第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
七
十
五
号

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
条
た
だ
し
書
の
区
域
及
び
規
模
を
定
め
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
条
た
だ
し
書
の
区
域
及
び
規
模
を
定
め
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
条
た
だ
し
書
の
区
域
及
び
規
模
を
定
め
る
規
則

（
平
成
五
年
山
梨
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
次
の
表
に
掲
げ
る
区
域
」
を
「
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
都
市
計
画
区
域
及
び
同
法
第
十
一
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
基
づ

き
都
市
計
画
区
域
外
に
定
め
ら
れ
た
都
市
計
画
施
設
の
区
域
」
に
改
め
、
表
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
七
十
六
号

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
五
条
の
三
の
表
中
「
大
泉
村
　
長
坂
町
　
白
州
町
　
河
口
湖
町
　
勝
山
村
」
を
「
長
坂
町
　
大

泉
村
　
白
州
町
」
に
、「
足
和
田
村
」
を
「
富
士
河
口
湖
町
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
七
十
七
号

山
梨
県
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
八
号
中
「
都
市
基
盤
整
備
公
団
、
労
働
福
祉
事
業
団
、
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
を
「
独

立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
、
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
」
に
、「
日
本
鉄
道
建
設
公
団
、
環
境
事
業
団
」
を
「
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施

設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
」
に
、「
水
資
源
開
発
公
団
、
緑
資
源
公
団
、

簡
易
保
険
福
祉
事
業
団
又
は
住
宅
供
給
公
社
」
を
「
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
、
独
立
行
政
法
人
緑

資
源
機
構
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
三
条
第
八
号
の
改
正
規
定
（
「
都
市
基
盤
整
備
公
団
、
労
働
福
祉
事
業
団
、
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
」
を
「
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
、
独
立

行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
に
改
め
る
部
分
の
う
ち
日
本
鉄
道
建
設
公
団
に
係
る
部
分
並

び
に
「
水
資
源
開
発
公
団
、
緑
資
源
公
団
、
簡
易
保
険
福
祉
事
業
団
又
は
住
宅
供
給
公
社
」
を

「
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
、
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
」
に
改
め

る
部
分
の
う
ち
水
資
源
開
発
公
団
及
び
緑
資
源
公
団
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

平
成
十
五
年
十

月
一
日

二

第
三
条
第
八
号
の
改
正
規
定
（
「
都
市
基
盤
整
備
公
団
、
労
働
福
祉
事
業
団
、
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
」
を
「
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
、
独
立

行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
に
改
め
る
部
分
の
う
ち
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
に
係
る
部
分

に
限
る
。）

平
成
十
六
年
三
月
一
日

三

第
三
条
第
八
号
の
改
正
規
定
（
「
都
市
基
盤
整
備
公
団
、
労
働
福
祉
事
業
団
、
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
」
を
「
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
、
独
立

行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
に
改
め
る
部
分
の
う
ち
労
働
福
祉
事
業
団
に
係
る
部
分
及
び

「
日
本
鉄
道
建
設
公
団
、
環
境
事
業
団
」
を
「
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
」
に
改
め
る
部
分
の
う
ち
環
境
事
業
団
に
係
る
部
分

に
限
る
。）

平
成
十
六
年
四
月
一
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

四



四

第
三
条
第
八
号
の
改
正
規
定
（
「
都
市
基
盤
整
備
公
団
、
労
働
福
祉
事
業
団
、
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
」
を
「
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
、
独
立

行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
に
改
め
る
部
分
の
う
ち
都
市
基
盤
整
備
公
団
に
係
る
部
分
に

限
る
。）

平
成
十
六
年
七
月
一
日

山
梨
県
規
則
第
七
十
八
号

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
五
百
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
百
四
の
二
　
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
業
務
実
施
方
法
認
定
申
請
手
数
料

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
古
物
営
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
施
行

の
日
（
平
成
十
五
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
七
十
九
号

国
土
利
用
計
画
法
施
行
令
第
十
七
条
の
二
第
三
号
ハ
の
区
域
及
び
面
積
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

国
土
利
用
計
画
法
施
行
令
第
十
七
条
の
二
第
三
号
ハ
の
区
域
及
び
面
積
を
定
め
る
規
則
を
廃
止

す
る
規
則

国
土
利
用
計
画
法
施
行
令
第
十
七
条
の
二
第
三
号
ハ
の
区
域
及
び
面
積
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
五
十

九
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

五
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平
成
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